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外来通院している血液透析患者の QOL
―SEIQoL-DW を用いて―
Quality of life in hemodialysis outpatients






特徴を捉えることである。透析患者 19 名の SEIQoL-Index 値は、女性の Index 値が
有意に高かった（p<0.05）。生活のなかの大切な領域としては計 95 個のキューが聴取




















































るSEIQoL-DW（The Schedule for the Evalu - 
ation of Individual Quality of Life-Direct 
Weighting）に着目した 14）。SEIQoL-DW は
アイルランド王立外科大学医学部心理学科
（Department of Psychology、Royal College 































































































透析期間 1 年未満と 1 年以上の Index 値





























第 1 相 透析に入る前の尿毒症の時期    尿毒症性精神障害の様相
第 2 相 透析導入期 （ 1 ～ 4 週） 平衡不全→正常方向へ移行
第 3 相 回復安定期 （ 1 ～ 3 ヵ月） 入院透析→外来透析、社会復帰
第 4 相 中間期 （ 4 ～ 12 ヵ月） 社会生活と透析生活の両立
第 5 相 社会適応期 （ 1 ～ 3 年） 新しい人生設計
第 6 相 再調整期 （ 3 年以降） 生きがいの問題、心身両面の調整










間は 5.5±4.3 年であった。透析導入から 1 年
に満たない患者は 6 名で、最短期間は 2 か月
であった。透析導入から 1 年以上は 13 名
（68.4%） で あ り、6 年 以 上 と な る と 10 名
（52.6%）であり、最長の透析期間は 13 年で
あった。性別では、男性 11 名であり平均年
齢は 64.8±9.0 歳で透析期間の平均は 3.8±3.5
年、女性は 8 名で平均年齢は 56.0±13.9 歳で
透析期間の平均は 7.8±4.6 年であった。65
歳以上 7 名（36%）で透析期間は 4.8±3.5 年
であり 5 名（71.4%）が糖尿病性腎症であった。
65 歳以下は 12 名（63%）であり透析期間は 5.9




はほぼ全体の半数で、男性は 11 名中 7 名
表 2.　患者の平均年齢と透析期間　　（n=19）
平均年齢 透析期間
（名）   （Mean±SD）    （Mean±SD）
全体（19） 61.1±11.8 5.5±4.3
男性（11） 64.8± 9.0 3.8±3.5
女性（ 8） 56.0±13.9 7.8±4.6
表 3.　基本的属性と Index 値　　（n=19）
SEIQoL-Index
基本的属性 n（%） （Mean±SD ） p
性別 男性    11（57.8） 66.7±12.6
0.017*
女性    8（42.1） 80.2± 8.8
年齢 65 歳以上    7（36.8） 68.7±14.4
ns
65 歳未満   12（63.1） 74.5±12.0
透析期間 1 年未満    6（31.5） 68.8±10.6
ns
1 年以上   13（68.4） 69.1±16.0
基礎疾患 糖尿病性腎症    8（42.1） 69.1± 8.9
ns
非糖尿病性腎症  注 1）   11（57.8） 74.8±15.1
職業 有    9（47.3） 77.5± 8.7
ns
無   10（52.6） 67.7±14.6
家族 有   15（78.9） 71.4±13.8
ns
無    4（21.0） 76.2± 8.7
婚姻 有   14（73.6） 70.6±13.8
ns
無    5（26.3） 71.4± 8.1
全体   19（100）　 72.4±12.8
Mann-Whitney の U 検定　　ns：not significant　　*p<0.05　**p<0.01
注 1）糖尿病を除いた基礎疾患として多発性のう胞腎症、慢性糸球体腎炎、腎硬化症、悪性高血圧
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（63.6%）で女性は 8 名中 4 名（50%）であっ
た。婚姻の経験と家族を持っている患者は全
体の 7 割以上であった（表 3）。
1）SEIQoL-Index
基本的属性と Index 値を表 2 に示した。
対象者全体の Index 値（平均±標準偏差）
は 72.4±12.8 であった。男性は 66.7±12.6、





















透析期間 1 年未満は 6 名で Index 値は 68.8
±10.6、透析期間 1 年以上の 13 名の Index




キューの数 レベル 重み レベル×重み
（個） （%） （平均±SD） （平均 ±SD） （平均±SD）
健康 24 25 70.6±24.1 21.0± 8.0 15.3± 8.3
趣味・余暇活動 22 23 67.1±19.2 15.1± 6.9 10.4± 6.6
対人関係 11 11 86.6±12.6 20.8± 7.2 18.1± 7.6
家族 11 11 73.1±25.6 21.0±10.3 16.9±13.1
食事 11 11 62.5±17.2 18.8± 6.5 11.9± 5.9
仕事  7  7 71.4±31.4 33.1±19.3 21.9±14.2
経済面  2  2 47.5±41.7 16.5± 9.1  5.9± 2.5
その他  7 12 82.8±23.0 16.0± 9.3 14.1±10.3
図 1.　透析期間によるキューの割合比較
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透析期間の 1 年以上と 1 年未満のキューの




















間 1 年未満と 1 年以上の群の特徴的な事例に
ついて述べる。
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